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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
◎全国の記録と同程度もしくは上回った種目 
「上体おこし」 

●全国の記録より下回った種目 
「握力」⇒筋力、「長座体前屈」⇒柔軟性 

「反復横跳び」⇒敏捷性、「シャトルラン」⇒持久力 

「50m 走」⇒瞬発的走力、「立ち幅跳び」⇒跳躍力 

「ソフトボール投げ」⇒投力 

●男女ともに多くの種目で全国平均を下回っている。特に「柔軟

性」と「敏捷性」「持久力」の部分に課題があることがあるこ

とが分かった。体育の授業で「しっぽとりおに」などの鬼遊び

や「タグラグビー」などを取り入れ、「敏捷性」を高めたい。

また、授業の準備運動に「5分間走」や「縄跳びを 

継続して行うことで「持久力」もつけていきたい。 

 
◎全国の記録と同程度もしくは上回った種目 
「握力」「上体起こし」「20ｍシャトルラン」 

「50m 走」「立ち幅跳び」 

●全国の記録より下回った種目 
「長座体前屈」⇒柔軟性、「反復横跳び」⇒敏捷性 

 「ソフトボール投げ」⇒投力 

●休み時間には、手軽に楽しめる外遊びで運動を奨励する。 

●マット週間、跳び箱週間を継続し、運動する機会を創造して 

いく。 

 
○運動が好き（66.7％）やや好き（33.3％） 

一日の運動量は特に土日が全国平均を 
下回っている。 

○TV や SNS、ゲームなどの視聴時間 1 日 
3 時間以上（67.7％） 

 ○運動が好き（85.7％）やや好き（14.3％） 
一日の運動量が全国平均を大きく上回って 
いる。 

 ○TV や SNS、ゲームなどの視聴時間１日 
3 時間以上（14.2％） 

●一日の運動量や SNS やゲームなどを視聴する時間の比

較から、日常の運動量が体力や運動能力に影響している

ことがはっきりとわかった。体育の授業や休み時間に体

を動かすことの楽しさを味わわせ、運動のよさを実感で

きるよう関わっていくことが必要である。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 
③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

○保健体育の評価規準に基づく学習状況評価結果の活用（日常の実技テストや観察等） 

○全国体力・運動能力、運動習慣等調査や学校独自の調査結果等を活用 

○学校独自の児童・生徒アンケートや保護者アンケート等の活用       ○学校評議員会・学校関係者評価等の活用 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

体力・運動能力

＜女子＞ 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

継続した運動やスポーツ週間の設定 

学校一体となった支援の充実 

 

・「わかった・できた」と実感できる 

体育学習に向けた授業改善。 

・柔軟性・瞬発力・敏捷性を高めるた 

めの動きを多く取り入れた体育活動 

の充実。 

・５分間走の継続・縄跳びなど持久力 

を高めるための運動を取り入れる。 

・「マット運動週間」「跳び箱運動週

間」などを設定し、学年の枠を超え

た体育で、上の学年がお手本にな

り、下の学年はそれを目標とし、互

いに頑張る気持ちをもって取り組む

ことができるようにする。 

 

 

 

 

「家庭と学校」両輪で取り組むための 

啓発活動と保健指導の充実 

 
・栄養教諭や養護教諭の積極的参画による保健

指導や食指導等を年間の特別活動の中に位置

付けることで、健康に関する知識を深め、自

分たちで考える機会を定期的に設ける。 

・各種お便りや懇談会等で生活習慣の確立の大

切さを学校と家庭が共に確認しあうことで、

学校と家庭の両側から子どもたちの健康に対

する意識の高まりを醸成することができるよ

うにする。 

・保健室前や給食室前の掲示板を工夫し、子ど

もたちが自分の健康について考えられるよう

にしている。 

 

委員会や縦割り活動、日常の休み時間などで

の運動する機会の創出 

 
・「マット運動週間」や「跳び箱運動週間」後

も継続して練習できるコーナーを設置し、休

み時間にも挑戦できる機会の設定。 

・体育委員会等の委員会主催の活動やわくわく 

遊び（縦割り活動）で、スポーツレクリエー

ションを取り入れ、全校児童が運動の機会を

もてるようにする。 

・休み時間に一輪車や竹馬、ストラックアウト 

など、興味をもてそうな用具を用意し、手軽 

に運動に挑戦できる場の設定。 

・PTAと連携した「校区内公園マップ」で、遊 

びの場を紹介し、放課後の運動を奨励する。 
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